
令和６年度第４回余市警察署協議会議事概要

開 催 日 時 令和７年３月６日（木）午後１時55分から午後２時40分までの間

開 催 場 所 札幌方面余市警察署 大会議室

協議会委員 ５人出席（定員７人）

出 席 者 会 長 須藤 明彦

委 員 中川 博喜

委 員 小笠原 司

委 員 品田 洋一

委 員 加藤 京子

警察署員 ６人出席

署 長 鈴木 琢哉

副 署 長 坂野 雅樹

刑生課長 図子 英晴

交通課長 佐々木 俊行

地域課長 中村 淳嗣

警務係長 （事務局担当）

開 催 状 況

１ 余市警察署長挨拶

２ 余市警察署協議会会長挨拶

３ 令和７年２月末の業務概況等説明

⑴ 警務課 ～ 主な施策、お知らせ

⑵ 刑事・生活安全課 ～ 刑法犯の認知・検挙状況、主な事件・施策、お知らせ

⑶ 交通課 ～ 人身交通事故の発生状況、主な事件・施策

⑷ 地域課 ～ 主な事故・施策

４ 諮問事項

積丹町内の国道229号線における黄色センターラインの引き直し要望について

【第１回協議会における要望に対する回答】

５ 業務概況等説明、諮問事項に対する質疑、応答

⑴ 刑法犯の認知・検挙状況について

【委員】

昨年度と比較して窃盗犯が増加しているが、今後の防止対策として考えられることはな

いか。

【回答】

特殊なものとして訪問盗や空き巣の発生があったことが挙げられる。訪問盗については

業者を装った者が自宅を訪れて、家人が対応中に自宅から金貨が盗まれたというものであ

り、今後も、同様の発生の可能性が考えられることから、防犯メールの発信や広報紙、巡



回連絡等を通じて、管内の住民に注意喚起していきたい。

また、空き巣については、空き家が狙われていることから、役場等と連携して防犯情報

の発信のほかに、管理者対策についても力を入れていきたい。

⑵ 積丹町内の国道229号線における黄色センターラインの引き直し要望について

【委員からの意見】

雨が降った時などは、特に黄色のセンターラインが見えづらい。

【警察の措置】

該当箇所について現場確認を実施し、引き直しが必要と判断したことから、警察署から

道警本部を通じて業者に働きかけ、雪解け以降に黄色センターラインの引き直し工事を実

施することになった。

⑶ 外国人技能実習生に対する交通ルールの周知について

【委員】

今後、管内で外国人技能実習生が増えると思うが、例えば「自転車に乗る時はヘルメッ

トをかぶる。」等、日本の交通ルールをもっと周知するべきではないか。

【回答】

現在でも、交通係や生活安全係において、外国人技能実習生を対象とした交通安全講話

や防犯教室を実施しているが、今後も実習生の受入団体や就労先、役場等の関係機関と連

携を強化しながら実施していきたい。

６ 次回の開催予定

事務局から連絡することとした。

令和 年 月 日

会長 ㊞

令和 年 月 日 委員 ㊞


